
【傍聴用】

発言月日 順序

1 氣 田 量 子

2 中 嶋 秀 一

3 中 尾 利 香

4 工 藤 正 廣

5 櫻 田 百 合子

6 山 田 洋 子

7 久 慈 年 和

8 石 橋 義 雄

9 山 端 博

10 小笠原 良 子

11 今 泉 信 明

12 堰野端 展 雄

13 畑 山 親 弘

14 江 渡 信 貴

15 戸 来 伝

備　考

　１．会議は、午前１０時から開かれる予定です。

　　　１人の持ち時間は１時間となっています。

　２．通常は、午前２人となりますが、時間の都合により

　　　午前３人となる場合もありますのでご了承願います。

〔問い合わせ先〕

　　十和田市議会事務局

　　TEL 0176-51-6781

一 般 質 問 に お け る 発 言 順

氏　　　　名

６月17日(月）

６月18日(火）

６月19日(水)



№1  

通告
順位

議席
番号

質問
方法

質 問 者 氏 名

１ ８
一問
一答 氣　田　量　子 1. 防災・減災対策に (1) 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策を受

ついて けた取り組みについて

(2) 同報系防災行政無線配備等に伴う小中学校での防災教

育について

(3) 高齢者、障がい者等の避難誘導について

(4) ゲリラ豪雨等に対する排水対策について

(5) 緊急医療情報キットの普及啓発について

2. 食品ロス削減につ (1) 食品ロス削減推進法成立を受けたこれからの市として

いて の対応について

２ ３
一問
一答 中　嶋　秀　一 1. 迷惑電話対策につ (1) 特殊詐欺やアポ電詐欺などへの市としての対応策は。

いて (2) 電話機に取りつける迷惑電話対策装置の無料貸し出し

をする考えは。

2. 公用車へのドライ (1) 事件・事故等の防犯のため、全公用車にドライブレコ

ブレコーダー設置 ーダーを設置する考えは。

について

3. 奥入瀬ろまんパー (1) 車椅子利用者への配慮について

クの活性化につい ① 駐車スペースの改修について

て ② スロープの勾配緩和について

(2) 四季彩館の展示物を市の写真やポスターにする考えは。

３ ４
一問
一答 中　尾　利　香 1. （仮称）地域交流 (1) 「現代アート」を中心とした施設は、市民がどのよう

センターについて に利用できるのか。

(2) 観光客や商店街とのかかわりをどう考えているか。

(3) 市民交流プラザとの違いは何か。

2. 小中学校における (1) 全国でタブレットを取り入れて特色ある授業を展開し

ＩＣＴ利活用のた ている事例はあるか。

めの基盤整備（タ (2) 各校にタブレットを導入する考えは。

ブレット導入）に

ついて

3. 定住自立圏におけ (1) 圏域内の施設等で、利用者の住所区分で料金格差を設

る文化・スポーツ けているところはどのくらいあるか。

施設等の相互利用 (2) 定住自立圏協定締結のため施設等の料金格差をやめた

について 構成市町村はあるか。

(3) 中心市として構成市町村に、料金格差をやめることを

具体的にどのように働きかけていくのか。

令和元年第２回十和田市議会定例会一般質問通告一覧表
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４ 13
一問
一答 工　藤　正　廣 1. 病院経営再建につ (1) 診療科の見直しについて

いて (2) 別館を廃止し、本館に集約する考えは。

(3) 寄附講座開設について

(4) 病床数を削減する考えは。

(5) 独立行政法人に移行する考えは。

2. ごみの減量化につ (1) 生ごみの減量化の具体策は。

いて (2) 食品ロス対策について

(3) 市内にごみとなるものを持ち込まない運動について

５ ７
一問
一答 櫻　田　百合子 1. 手話の普及につい (1) 手話言語条例の制定について

て (2) 市の窓口サービスについて

(3) 市民への普及について

2. バス待合環境整備 (1) 十和田工業高校前のバス停整備について

について

3. 合宿への支援につ (1) 文化・スポーツ活動に係る市外からの団体等の合宿費

いて 用を助成する考えは。

６ １
一問
一答 山　田　洋　子 1. 大型バスの駐車場 (1) 駐車場条例で、西二番町駐車場以外の駐車場での定員

の確保について 11人以上のバスの利用を制限する理由は。

(2) 若葉球技場や野球場の利用者、春まつり期間中に官庁

街周辺を訪れる観光客のための大型バス駐車場の確保

について

2. 奥入瀬渓流周辺の (1) 国道102号の路面の早期修繕を県に求める考えは。

整備について (2) 石ケ戸休憩所周辺の歩行者の交通安全対策について

(3) 危険木伐採の許可基準と、過去３年間の許可件数につ

いて

７ 10
一問
一答 久　慈　年　和 1. 教育行政について (1) 小中学校の教職員の働き方改革について

① 勤務時間の管理状況について

② 事務職員、現業職員など教員以外の「３６協定」締結

状況について

(2) 教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画について

(3) プログラミング教育の取り組みについて

2. 福祉行政について (1) 仲よし会の職員配置基準緩和について

3. 高齢者運転免許証 (1) 昨年度の実績について

自主返納支援事業 (2) 今後の支援について

について

発 言 事 項 発 言 の 要 旨
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８ 14
一問
一答 石　橋　義　雄 1. 観光行政について (1) 休屋・宇樽部・子ノ口・奥入瀬渓流における観光のあ

り方について問う。

(2) 市内の観光コースの考え方について問う。

(3) 幻の穴堰を含め三本木原開拓施設群の利活用及び近代

化遺産指定についての考え方を問う。

(4) 新しく発行される各日本銀行券の肖像となる人にゆか

りがある当市の情報発信の考え方について問う。

2. 教育行政について (1) 昨今発生している殺傷事件や交通事故等を踏まえ、児

童・生徒が安全に学校生活を送るために、警察や消防

のＯＢを講師に委嘱し、講話や指導の機会を設ける考

えはないか問う。

3. 県への重点要望に (1) 今年度、特に要望する事業は何か問う。

ついて (2) 継続要望となっている地域高規格道路の整備及びサッ

カー等球技専用スタジアム（Ｊ２適合）の設置の状況

について問う。

4. 林業行政について (1) 昨今、当市では森林伐採が目立っているが、環境への

影響と再生に対する考え方について問う。

5. 環境行政について (1) 奥入瀬川等において魚の種類が減っていると聞く。そ

の原因として水質の悪化が考えられるが、その状況に

ついて問う。

９ ６
一問
一答 山　端　　　博 1. 道路行政について (1) （仮称）地域交流センターの北側市道に右折レーンを

設置する考えについて

2. 交通拠点整備事業 (1) 想定している用地規模について

について

3. 子育て支援につい (1) 子育て世代包括支援センターを設置する考えはないか。

て

10 ５
一問
一答 小笠原　良　子 1. 国民健康保険税に (1) 一世帯につき年額１万円の引き下げを検討する考えは

ついて あるか。

(2) 均等割を廃止する考えはあるか。

2. 一般行政について (1) 非核・平和都市宣言をもっとアピールする考えはある

か。

3. 観光行政について (1) 焼山地区の活性化とスキー場のシバザクラ植栽の進捗

状況について

4. 文化財行政につい (1) 一般行政職の区分で採用した学芸員資格を有する職員

て の専門分野と現在の配置状況について

(2) 世界遺産登録を目指せるような遺跡の有無について

発 言 事 項 発 言 の 要 旨
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11 ２
一問
一答 今　泉　信　明 1. 農林畜産行政につ (1) 産業動物診療獣医師の確保について

いて (2) 県外からの導入する家畜の防疫対策について

12 12
一問
一答 堰野端　展　雄 1. 8050問題について (1) 市の現状と今後の取り組みについて

2. 民間企業派遣制度 (1) 実施する考えは。

について

3. 職員採用について (1) 現状と今後の方針について

(2) ユニークな職員募集ポスターの作成について

13 18
一問
一答 畑　山　親　弘 1. 市農業の展望につ (1) 基幹産業である農業、食と農の推進条例を受け６次化

いて 産品の具体化を積極的に推進しているが、産業化への

展望はどうでしょうか。

(2) ６次化産品開発のため、いろいろ努力し傾注している

が、思い切った投資も必要ではないか。

2. 旧新渡戸記念館の (1) 訴訟経過と和解協議についての対応について

訴訟について

3. （仮称）十和田歴 (1) （仮称）十和田歴史館の今後の進め方について

史館について

4. 高校生の医療費の (1) 高校生までの医療費無料化の県内市町村の状況につい

無料化について て

(2) 国民健康保険事業特別会計での高校生の療養給付費の

過去３年間の推移について

(3) 本市で高校生の医療費を無料化する考えはないか。

5. 市民交流プラザ「 (1) プレイルーム及び親子ふれあいスペースの過去３年間

トワーレ」の子供 の利用状況について

の利用状況につい (2) 建設当時、当該場所は１日当たりどの程度の利用数を

て 見込んでいたのか。

(3) 子供たちの居場所としての周知方法はどのようにして

いるのでしょうか。

14 11
一問
一答 江　渡　信　貴 1. 小中学校の熱中症 (1) どのような対策を講じているか問う。

対策について (2) 現在のクーラー設置状況を問う。

2. ふるさと納税につ (1) 寄附件数・寄附金額の過去５年間の推移について問う。

いて (2) 体験型返礼品をふやすための取り組みについて問う。

(3) クラウドファンディング型ふるさと納税を推進する考

えがあるか問う。

(4) 「さとふる」サイトで、利用者にとってわかりにくい

表記等があるが、訂正することができないか問う。

(5) ふるさと納税として楽器の物納を受け入れることはで

きないか問う。

発 言 事 項 発 言 の 要 旨
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15 21
一問
一答 戸　来　　　伝 1. 道の駅とわだの今 (1) 指定管理のメリットについて

後の運営について (2) 産直について

(3) 新規就農者及び６次産業関係者の関わりについて

(4) 匠工房について

(5) 場外馬券販売所について

2. 旧農林総合研究所 (1) 市が取得して行政財産として利活用する考えは。

藤坂稲作部跡地の ① 藤坂・四和地区のコミュニティセンターにする考えは。

利活用について ② 伝統芸能の伝承館にする考えは。

③ 消防署の分署を設置する考えは。

④ 田中稔の資料を保存していく考えは。

発 言 事 項 発 言 の 要 旨


